◟●絵仏師良秀●
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

これも今は昔、絵仏師良秀といふありけり。
【訳】これ（＝この話）も今となっては昔のことだが、絵仏師の良秀という者がいた。
【語句】
【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

家の隣より火出で来て、風押しおほひてせめければ、逃げ出でて、大路へ出でにけり。
家の隣（＝隣家）から火が出てきて、風が火に激しく覆いかぶさって迫ってきたので、逃げだして、大通りまで出た。
【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

人の書かする仏もおはしけり。

人が（良秀に）書かせた仏も（家の中に）いらっしゃった。
【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

また、衣着ぬ妻子なども、さながら内にありけり。

また、服を着ていない妻子なども、そのまま家の中にいた。
【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

それも知らず、ただ逃げ出でたるを事にして、向かひのつらに立てり。 
それも知らず、ただ逃げたことに満足して、大通りの向かい側に立っていた。
【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

見れば、すでに我が家に移りて、
煙、炎、くゆりけるまで、おほかた向かひの面に立ちて眺めければ、

見ると、既に我が家に（火が）移って、煙や炎が燻り出したころまで、大体向かいの通りに立って眺めていたところ、

【語句】

【表現】
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

「あさましきこと。」とて、人ども来とぶらひけれど、騒がず。
「驚きあきれた。」と言って、人々が訪れた（≒見舞いに来た）が、（良秀は）騒がない。
【語句】
【表現】

「いかに。」と、人言ひければ、向かひに立ちて、家の焼くるを見て、
うちうなづきて、 時々笑ひけり。
「何故か。」と、人が問うと、（良秀は）向かいに立って、家が焼けるのを見て頷き、時々笑っている。
【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

「あはれ、しつるせうとくかな。年ごろは、わろく書きけるものかな。」と言ふ時に、
「ああ、儲けものをしたことだなあ。長年、下手に書いていたものだなあ。」と言うと
【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

とぶらひに来たる者ども、
訪れてきた人々が、
【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
「こはいかに、かくては立ちたまへるぞ。
「これは何故、こうして立っていらっしゃるのか。
【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

あさましきことかな。ものの憑きたまへるか。」と言ひければ、
驚きあきれたことだなあ。物の怪でも憑いたのか。」と言ったところ、

【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
「なんでふものの憑くべきぞ。
「どうして物の怪が憑いたというのか。（いや、そんなことはない）
【語句】

【表現】
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

年ごろ、不動尊の火炎を悪しく書きけるなり。
長年、不動尊（＝不動明王）の炎を悪く書いていたんだ。
【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

今見れば、かうこそ燃えけれと、心得つるなり。
今見てみると、『このように燃えていたのだなあ』と、理解した。
【語句】

【表現】

これこそせうとくよ。
これこそ利益だ。

【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

この道を立てて世にあらむには、仏だによく書きたてまつらば、
百千の家も出で来なむ。
この道（＝絵仏師の道）を立ててこの世で生きていくためには、仏さえよくお書き申し上げれば、
百千の家も立つ（≒儲かる）だろう。
【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

わたうたちこそ、させる能もおはせねば、ものをも惜しみ給へ。」
あなたたちこそ、大した才能もおありにならないので、（せいぜい）物をお惜しみになってください。
【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

と言ひて、あざ笑ひてこそ立てりけれ。
と言って、あざ笑って立っていた。
【語句】

【表現】

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

　その後にや、良秀がよぢり不動とて、今に人々愛であへり。
その後であろうか、良秀のよぢり不動といって、今に至るまで人々が互いに褒め合っている。

【語句】

【表現】

